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論文内容の要旨
本研究は分布定数系として、微差分方程式により記述される系(むだ時間を含む系)と偏微分方詫
式により記述される系について、工学的および数学的観点より、安定性と制御の問題を扱ったもので
ある。
第 1 章では、分布定数系の制御の研究の現状をのべるとともに、本研究の意義を明らかにしている。
第 2 章では、本研究に対する予備的概念として、無限次元空間におけるダイナミカルシステムと、
安定性に関するリアプノフの方法を述べている。
第 3 章では、むだ時間を含む系の安定解析法に関する結果をのべ、むだ時間を含むルーリェ形の多
変数制御系の安定性をリアプノフの方法により解析し、漸近安定のための十分条件を得ている。
第 4 章では、むだ時間を含む定常線形系の制御特性として、系の 2 乗偏差積分がリアプノフ汎関数
を用いることにより、解析的に求め得ることを示し、これにより具体的な制御系の 2 乗偏差積分とパ
ラメータ聞の関係を明らかにしている。
第 5 章ではまず、むだ時間が時間とともに変化する系の工学的意味を考察し、そのような時変むだ
時間を含む線形系の安定解析法を論じている。つぎに、 トラックホールド回路を用いたアナログシミ
ュレーターの特性を述べ、その応用を示すとともに、終りに、ある種の熱交換器の制御系が、この種
の時変むだ時間のプロセスであることを示し、その安定解析を行なっている。
第 6 章では、ルーリェ形の偏微分方程式により記述される系の安定解析に、 2 次形式のリアプノフ
汎関数を適用することにより、円板定理と類似の安定条件が得られることを示し、あわせて応用をの
べている。
第 7 章では、ヒルベルト空間での微分方程式により記述される系を対象として、このような分布
定数系の制御に際し、常に問題となる状態変数の観測問題を定式化し、その解決法として、オブザー
ハUA吐??
バーを導入している。さらに、その存在条件を求め、これのもつ工学的意味を明らかにするとともに、
応用についてのべている口
第 8 章は得られた結果をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は制御工学において微差分方程式と偏微分方程式により記述される系について、その安定性
と制御の問題を取り扱ったものである。その研究結果を要約すると、
( 1 )微差分方程式により記述される系として、一定のむだ時聞を合む非線形多変数系の漸近安定
性および線形系の制御特性の評価をリアプノフ汎関数を用いることにより考察し、制御系の設計
に際し、基礎的な結果を与えている。さらに、時変のむだ時間を含む系の安定解析を行ない、か
っシミュレーターを製作するとともに、現実の制御系における時変むだ時閥系を解析し、その工
学にむける重要性を指摘している。
( 2 )偏微分方程式により記述される非線形系の安定性をリアプノフ汎関数により解析し、円板定
理形の安定条件を導き、従来の研究結果を一歩進めている。さらに、分布定数系の制御に際し重
要となる状態の観測問題を線形系を対象として定式化し、そのー解析法を与えるとともにその工
学的応用についてのべている。
以上の研究結果は、分布定数系に関する制御理論の研究を前進させるとともに、このような制御
系の設計に際し、基礎的な資料を提供するものであり、この方面の工学の発展に寄与するところが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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